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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩからＶ：
【化４４】

［式中、
Ｒ１およびＲ２は、独立して、Ｈ、Ｆ、ＣＮ、ＮＯ２、必要に応じて置換されているアル
キルから選択され、好ましくはＣＮであり、
Ｒ３は、ＮＨＳＯ２Ｒ４、ＮＨＳＯ２ＯＲ４、ＳＯ２ＮＨＳＯ２Ｒ４、ＳＯ２ＮＨＳＯ２

ＯＲ４、または必要に応じて置換されている複素環から選択され、
Ｒ４は、フッ素、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および必要に応じて置
換されているＣ６アリールから選択され、
Ｒ５は、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応じて置換されてい
るＣ６アリールから選択され、
Ｒ６は、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応じて置換されてい
るＣ６アリールから選択され、
Ｒ７は、フッ素原子および必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルから選択され、
Ｌ１は、共有結合、または必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応
じて置換されているＣ６アリールから選択されるリンカーであり、
式ＩＶまたはＶにおいてＸ１は、炭素または窒素原子であり、
式ＩＶまたはＶにおいてＸ１が炭素原子であるとき、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立し
てＦ、ＣＮ、もしくは必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであるか、または
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式ＩＶまたはＶにおいてＸ１が窒素原子であるとき、Ｒ８は存在せず、かつＲ９は必要に
応じて置換されているＳＯ２アルキルもしくは必要に応じて置換されているＣ１～６アル
キルであるか、または
式ＶにおいてＲ８およびＲ９は存在せず、Ｘ１は酸素原子であり、
ｍは、０または１から選択される整数であり、
（Ｍｎ＋）１／ｎは金属カチオンであり、Ｍは金属でありかつｎは１または２であり、例
えばＭは、アルカリ金属、アルカリ土類金属であり、例えばＭは、Ｌｉ、Ｎａ、もしくは
Ｋであるか、またはＭはＬｉでありかつｎは１である］
のいずれか１つで定義される化合物またはその互変異性体。
【請求項２】
　Ｒ３がＮＨＳＯ２Ｒ４、ＮＨＳＯ２ＯＲ４または複素環である、請求項１に記載の化合
物。
【請求項３】
　Ｒ４が、フッ素およびアルコキシのうちの少なくとも１つで置換されているＣ１～６ア
ルキル、または少なくとも１個のフッ素原子で置換されているＣ６アリールである、請求
項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１およびＲ２のうちの少なくとも１つがＣＮである、請求項１から３のいずれか一項
に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１およびＲ２の両方がＣＮである、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ５が、非置換Ｃ１～６アルキル基またはフッ素化Ｃ１～６アルキル基である、請求項
１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ６が、フッ素化Ｃ１～６アルキル基またはフッ素化Ｃ６アリール基である、請求項１
または６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ７がフッ素原子であるか、またはフッ素置換Ｃ１～６アルキル基から選択される、請
求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｌ１が共有結合または必要に応じて置換されているＣ６アリール基から選択されるリン
カーである、請求項１または８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｘ１が炭素原子である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ８およびＲ９のうちの少なくとも１つが、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ

１～６アルキルである、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ８およびＲ９が共に、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであ
る、請求項１０または１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ８およびＲ９が共にＣＮであるか、または共にフッ素置換Ｃ１～６アルキルである、
請求項１０または１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｘ１が窒素原子であり、好ましくはＲ９が、フッ素置換ＳＯ２アルキル（例えば、ＳＯ

２ＣＦ３）である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１５】
　ＭがＬｉであり、ｎが１である、請求項１から１４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１６】
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　前記化合物が
【化４５－１】
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【化４５－２】

から選択される、請求項１に記載の化合物またはその互変異性体。
【請求項１７】
　添加剤としての請求項１から１６のいずれか一項に記載の化合物と、少なくとも１種の
電気化学的に活性な材料とを含む、電極材料。
【請求項１８】
　請求項１から１６のいずれか一項に記載の化合物と一緒に、相溶性の溶媒（例えば、有
機または水性溶媒）または相溶性の溶媒和ポリマーを含む、電解質組成物。
【請求項１９】
　電解質、電極、および対電極であって、前記電極または対電極のうちの少なくとも１つ
が、請求項１７に記載の電極材料を含む、電解質、電極、および対電極、または
　請求項１８に記載の電解質、電極、および対電極
を含む、電気化学セル。
【請求項２０】
　前記電気化学セルが、バッテリ、エレクトロクロミックデバイス、またはキャパシタで
あり、好ましくは前記バッテリが、リチウムまたはリチウムイオンバッテリである、請求
項１９に記載の電気化学セル。
【請求項２１】
　請求項１９または２０に記載の電気化学セルの、電気自動車もしくはハイブリッド車に
おける、またはユビキタスＩＴデバイスにおける使用。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７８】
　数多くの変更を、本発明の範囲から逸脱することなく上述の実施形態のいずれかに行う
ことができる。本出願で言及される任意の参考文献、特許、または科学文献の文書は、全
ての目的でそれらの全体が参照により本明細書に組み込まれる。
　特定の実施形態では、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式Ｉ：
【化３３】

［式中、
Ｒ１およびＲ２は、独立して、Ｈ、Ｆ、ＣＮ、ＮＯ２、必要に応じて置換されているアル
キルから選択され、好ましくはＣＮであり、
Ｒ３は、ＮＨＳＯ２Ｒ４、ＮＨＳＯ２ＯＲ４、ＳＯ２ＮＨＳＯ２Ｒ４、ＳＯ２ＮＨＳＯ２

ＯＲ４、または必要に応じて置換されている複素環から選択され、
Ｒ４は、フッ素、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキル、および必要に応じて置
換されているＣ６アリールから選択され、
（Ｍｎ＋）１／ｎは金属カチオンであり、Ｍは金属でありかつｎは１または２であり、例
えばＭは、アルカリ金属、アルカリ土類金属であり、例えばＭは、Ｌｉ、Ｎａ、もしくは
Ｋであるか、またはＭはＬｉでありかつｎは１である］
で定義される化合物またはその互変異性体。
（項目２）
　Ｒ３がＮＨＳＯ２Ｒ４である、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　Ｒ３がＮＨＳＯ２ＯＲ４である、項目１に記載の化合物。
（項目４）
　Ｒ４が、フッ素およびアルコキシのうちの少なくとも１つで置換されているＣ１～６ア
ルキルである、項目２または３に記載の化合物。
（項目５）
　Ｒ４が、少なくとも１個のフッ素原子で置換されているＣ６アリールである、項目２ま
たは３に記載の化合物。
（項目６）
　Ｒ３が複素環である、項目１に記載の化合物。
（項目７）
　Ｒ１およびＲ２のうちの少なくとも１つがＣＮである、項目１から６のいずれか一項に
記載の化合物。
（項目８）
　Ｒ１およびＲ２の両方がＣＮである、項目７に記載の化合物。
（項目９）
　前記化合物が
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【化３４】

から選択される、項目１に記載の化合物またはその互変異性体。
（項目１０）
　式ＩＩ：
【化３５】

［式中、
Ｒ５は、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応じて置換されてい
るＣ６アリールから選択され、
Ｒ６は、必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応じて置換されてい
るＣ６アリールから選択され、
（Ｍｎ＋）１／ｎは金属カチオンであり、Ｍは金属でありかつｎは１または２であり、例
えばＭは、アルカリ金属、アルカリ土類金属であり、例えばＭは、Ｌｉ、Ｎａ、もしくは
Ｋであるか、またはＭはＬｉでありかつｎは１である］
で定義される化合物またはその互変異性体。
（項目１１）
　Ｒ５が、非置換Ｃ１～６アルキル基である、項目１０に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｒ５が、フッ素化Ｃ１～６アルキル基である、項目１０に記載の化合物。
（項目１３）
　Ｒ６が、フッ素化Ｃ１～６アルキル基である、項目１０から１２のいずれか一項に記載
の化合物。
（項目１４）
　Ｒ６が、フッ素化Ｃ６アリール基である、項目１０から１２のいずれか一項に記載の化
合物。
（項目１５）
　前記化合物が
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【化３６】

から選択される、項目１０に記載の化合物またはその互変異性体。
（項目１６）
　前記化合物が

【化３７】

から選択される、項目１５に記載の化合物。
（項目１７）
　式ＩＩＩ：
【化３８】

［式中、
Ｒ７は、フッ素原子および必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルから選択され、
Ｌ１は、共有結合、または必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルおよび必要に応
じて置換されているＣ６アリールから選択されるリンカーであり、
（Ｍｎ＋）１／ｎは金属カチオンであり、Ｍは金属でありかつｎは１または２であり、例
えばＭは、アルカリ金属、アルカリ土類金属であり、例えばＭは、Ｌｉ、Ｎａ、もしくは
Ｋであるか、またはＭはＬｉでありかつｎは１である］
で定義される化合物またはその互変異性体。
（項目１８）
　Ｒ７がフッ素原子である、項目１７に記載の化合物。
（項目１９）
　Ｒ７が、フッ素置換Ｃ１～６アルキル基から選択される、項目１７に記載の化合物。
（項目２０）
　Ｌ１が共有結合である、項目１７から１９のいずれか一項に記載の化合物。
（項目２１）
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　Ｌ１が、必要に応じて置換されているＣ６アリール基から選択されるリンカーである、
項目１７から１９のいずれか一項に記載の化合物。
（項目２２）
　前記化合物が
【化３９】

から選択される、項目１７に記載の化合物またはその互変異性体。
（項目２３）
　式ＩＶ：
【化４０】

［式中、
Ｘ１は、炭素または窒素原子であり、
Ｘ１が炭素原子であるとき、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立してＦ、ＣＮ、もしくは必
要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであるか、または
Ｘ１が窒素原子であるとき、Ｒ８は存在せず、かつＲ９は必要に応じて置換されているＳ
Ｏ２アルキルもしくは必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであり、
（Ｍｎ＋）１／ｎは金属カチオンであり、Ｍは金属でありかつｎは１または２であり、例
えばＭは、アルカリ金属、アルカリ土類金属であり、例えばＭは、Ｌｉ、Ｎａ、もしくは
Ｋであるか、またはＭはＬｉでありかつｎは１であり、
ｍは、０または１から選択される整数である］
で定義される化合物またはその互変異性体。
（項目２４）
　Ｘ１が炭素原子である、項目２３に記載の化合物。
（項目２５）
　Ｒ８およびＲ９のうちの少なくとも１つが、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ

１～６アルキルである、項目２４に記載の化合物。
（項目２６）
　Ｒ８およびＲ９が共に、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであ
る、項目２４または２５に記載の化合物。
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（項目２７）
　Ｒ８およびＲ９が共にＣＮである、項目２４または２５に記載の化合物。
（項目２８）
　Ｒ８およびＲ９が共に、フッ素置換Ｃ１～６アルキルである、項目２４または２５に記
載の化合物。
（項目２９）
　Ｘ１が窒素原子である、項目２３に記載の化合物。
（項目３０）
　Ｒ９が、フッ素置換ＳＯ２アルキル（例えば、ＳＯ２ＣＦ３）である、項目２９に記載
の化合物。
（項目３１）
　ｍが０である、項目２３から３０のいずれか一項に記載の化合物。
（項目３２）
　ｍが１である、項目２３から３０のいずれか一項に記載の化合物。
（項目３３）
　前記化合物が
【化４１】

から選択される、項目２３に記載の化合物またはその互変異性体。
（項目３４）
　式Ｖ：
【化４２】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ８、Ｒ９、Ｘ１、Ｍ、およびｎは、先に定義された通りであるか
、またはＲ８およびＲ９は存在せず、Ｘ１は酸素原子である］
で定義される化合物またはその互変異性体。
（項目３５）
　Ｒ１およびＲ２のうちの少なくとも１つがＣＮである、項目３４に記載の化合物。
（項目３６）
　Ｒ１およびＲ２の両方がＣＮである、項目３５に記載の化合物。
（項目３７）
　Ｘ１が炭素原子である、項目３４から３６のいずれか一項に記載の化合物。
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（項目３８）
　Ｒ８およびＲ９のうちの少なくとも１つが、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ

１～６アルキルである、項目３７に記載の化合物。
（項目３９）
　Ｒ８およびＲ９が共に、ＣＮまたは必要に応じて置換されているＣ１～６アルキルであ
る、項目３７に記載の化合物。
（項目４０）
　Ｒ８およびＲ９が共にＣＮである、項目３７に記載の化合物。
（項目４１）
　Ｒ８およびＲ９が共にフッ素置換Ｃ１～６アルキルである、項目３７に記載の化合物。
（項目４２）
　Ｘ１が窒素原子である、項目３４から３６のいずれか一項に記載の化合物。
（項目４３）
　Ｒ９が、フッ素置換ＳＯ２アルキル（例えば、ＳＯ２ＣＦ３）である、項目４２に記載
の化合物。
（項目４４）
　ＭがＬｉであり、ｎが１である、項目１から４３のいずれか一項に記載の化合物。
（項目４５）
　前記化合物が
【化４３】

から選択される、項目３４に記載の化合物またはその互変異性体。
（項目４６）
　添加剤としての項目１から４５のいずれか一項に記載の化合物と、少なくとも１種の電
気化学的に活性な材料とを含む、電極材料。
（項目４７）
　項目１から４５のいずれか一項に記載の化合物を含む、電解質組成物。
（項目４８）
　相溶性の溶媒をさらに含む、項目４７に記載の電解質組成物。
（項目４９）
　前記相溶性の溶媒が有機溶媒である、項目４８に記載の電解質組成物。
（項目５０）
　前記相溶性の溶媒が水性溶媒である、項目４８に記載の電解質組成物。
（項目５１）
　相溶性の溶媒和ポリマーをさらに含む、項目４７に記載の電解質組成物。
（項目５２）
　電解質、電極、および対電極を含む電気化学セルであって、前記電極または対電極のう
ちの少なくとも１つが、項目４６に記載の電極材料を含む、電気化学セル。
（項目５３）
　項目４７から５１のいずれか一項に記載の電解質、電極、および対電極を含む、電気化
学セル。
（項目５４）
　前記電気化学セルが、バッテリ、エレクトロクロミックデバイス、またはキャパシタで
ある、項目５２または５３に記載の電気化学セル。
（項目５５）
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　前記バッテリが、リチウムまたはリチウムイオンバッテリである、項目５４に記載の電
気化学セル。
（項目５６）
　項目５２から５５のいずれか一項に記載の電気化学セルの、電気自動車もしくはハイブ
リッド車における、またはユビキタスＩＴデバイスにおける使用。
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